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た SiO2 に富む特異な安山岩類、無人岩（boninite）を産し、2007 年 5 月に「日本の地質百
選」（地質学的にみた日本の貴重な自然資源）の一つに指定された。
気 象 庁 父 島 気 象 観 測 所 の 平 年 値（1981 年 ～ 2010 年 平 均 ） に 基 づ く 年 降 水 量 は























島津 CLASS - LC10 イオンクロマトグラフ
HCO3－：4.8Bx アルカリ度法
採水した 20 地点の検水の電気伝導度は 228 ～ 8,530 µS/cm の範囲にあったため、超純水









これによれば、2014 年 7 月と 8 月 2 ヶ月間の降水量は 57.5 mm と少なく、平年値
193.5 mm の 29.7％に過ぎなかった。続いて 9 月上旬に 5.0 mm の弱い降雨があった後、調
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20 日
図 1　現地調査実施時の先行降雨（2014 年 7月 1日～ 9月 20 日）






空気混和装置による気泡（2014 年 9 月 15 日、渡邉美保氏撮影）。
図 3　開放井戸による地下水面高度の実測と水質分析のための地下水の採水






流域面積が島内最大である八瀬川の河口から 1.5 km 地点の沖積低地における地質柱状図に




































地点 F・N・R・S については濃度が 1/3、G については 1/10 に縮小されているので、他
の地点との比較に注意。2014 年 9 月 15 日～ 17 日採水。
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た。図中、八瀬川の採水地点 F と G は感潮域にあたるため、濃度が F では 1/3、G では
1/10 にそれぞれ縮小し表示されている。同様に、西町を流下する小河川 N、および地下水




ついてみると、河川感潮域の 2 地点（F・G）を除く 13 地点（B ～ E，H ～ P）では 322
～ 1,603 µS/cm、時雨貯水池表面水（地点 A）が 314 µS/cm、不圧地下水 3 地点（Q・R・
S）では 859 ～ 1,822 µS/cm と、いずれも比較的高い値が測定された。これらの調査地点の
うち、海水の遡上限界より上流に位置する西町地区の小河川（地点Ｎ）において、電気伝
導度 1,603 µS/cm、 Cl－415 mg/L と高い値が示される要因には人為的な影響が考えられる。
日本が高度経済成長期に入る前、すなわち汚染が顕在化する前に測定された河川水質の
平均値と測定結果を比較すると（小林、1960）、今回の調査により得られた溶存成分濃度が
はるかに高いことが指摘される。父島の年降水量の平年値は前述したとおり 1,292 mm で
あり、吉田ほか（2006）によれば年可能蒸発散量の平均値は 1,211 mm と見積られる。し
たがって、長期平均的な水収支に基づく年流出量は 81 mm、比流量に換算すると 0.26 ｍ3/
sec/100 km2 に過ぎず、日本の平均値と比較し 1 桁小さいのが実情である。特に月単位で








を撮影した図 6 の写真が示すとおり、調査時の 43 時間前まで計 102 mm の先行降雨があっ
たにも拘らず、流水が全く認められないのは上記の事実をよく表していると言えよう。
八瀬川における流下に伴う溶存成分濃度の変化（地点 A ～ G）を、支流の 2 地点（H・






調査時の 43 時間前まで計 102 mm の先行降雨があったにも拘らず地表水が認められず、
降雨－流出の応答が短いことを物語る（2014 年 9 月 16 日、三田明寛撮影）。
図 7　八瀬川における溶存成分濃度の流下に伴う変化
地点 F と G については感潮域のために濃度の桁が大きく異なり、Na+・ Cl－・
SO42－各イオンの直線は不連続となっている。2014 年 9 月 15 日採水。
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地点 B の値と連続して表現した。感潮域を除けば、支流小曲川が合流する前後の地点 D か
ら E にかけての濃度上昇の大きいことが認められる。
八瀬川の感潮域において満潮の時間帯に実測した河川水の電気伝導度の縦断面分布は図





東町での気象庁検潮資料によれば、調査日の潮汐は小潮、当日の満潮時刻は 10 時 22 分、干
潮時刻は 15 時 20 分であった（2014 年 9 月 15 日 16 時 08 分、大八木英夫撮影）。
図 8　八瀬川感潮域の満潮時間帯における河川水の電気伝導度（µS/cm）の縦断面分布
標高（水面勾配）の縮尺に比し、水深が 10 倍に誇張されている。各測定地点における河床横断方向
最深部（流心）の河床標高を連続させ、縦断形状とした。2014 年 9 月 15 日測定。
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当日の満潮・干潮時刻はそれぞれ 10 時 22 分と 15 時 20 分であった。図 8 から明らかなよ
うに、塩水楔が明瞭に形成されている事実が読み取れ、緩混合型の特徴がよく表れている。










コペペ海岸に流出する小河川（地点 J）、および八瀬川水系（地点 B ～ G）は、時雨貯水池
表面水（地点 A）と支流の常世川（地点 H）を含め、その典型的な例と見做せる。
一方、八瀬川支流の小曲川（地点 I）、初寝浦に流出する小河川（地点 K・L・M）、清瀬・







T）、全 20 地点の中で唯一 Ca2+－（HCO3－）2 型の水質組成を示し、上記の考察を裏づける結
果となった。
3．水質の形成要因としての風送塩
風送塩、すなわち乾性降下物の実測を、八瀬川の河谷に沿った 4 地点（図 2 に示す A・
B・E・G の各地点）において、一辺 30 cm の針金製の枠にガーゼを貼り付けた捕捉装置を





えられる西風の吹送時間を抽出し、24 時間当たり・面積 100 cm2 当たりの塩化物イオン
mg 数として求めた。
上記の方法によって得られた値は、海岸線からの距離が 0.2 km に位置する地点 G におい
て 1.13 Cl－mg/日/100 cm2、Ｅ地点（海岸線からの距離：1.1 km）と B 地点（同：1.5 km）
では 0.40 ～ 0.53 Cl－mg/日/100 cm2 であった。三重県菅島（鳥羽市）において 1 年間を 6





要因についてさらに検討を加えるため、地表水・地下水・降水の Na+ 濃度と Cl－濃度（当
量比）の関係を図 10 に示す。両イオン濃度の関係は直線で回帰され、全ての採水地点 20
箇所の中から八瀬川と時雨貯水池表面水の 9 地点（A ～ I）を抽出した回帰直線の勾配は
0.79、感潮域の 2 地点（F・G）と支流の 2 地点（H・I）を除く 5 地点（A ～ E）に関する
図 10　父島における地表水・地下水・降水のNa+ 濃度とCl−濃度の関係
回帰直線の勾配は、時雨貯水池と八瀬川の調査地点 A ～ E については 0.76、A ～
I については 0.79 であり、海水の 0.86、生活排水の指標となる食塩の 1.00 と比較
すると、海水の値により近い。参考までに、豚と牛の屎尿についても、Na+/ Cl－
比の直線を表示した。2014 年 9 月 15 日～ 17 日採水。
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